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装具のフォローアップについての問題点  

 装具処方後，そのまま放置

され，二次的障害を起こす

危険性（システム） 

 装具に異常があるけど，ど

こに問い合わせれば良いの

かが分からない（情報） 

 装具が必要な方に，必要な

装具が行き届かない（治療） 



上流の問題 
下流の問題 

・教育の問題 

・システムの問題 

・教育の問題 

・情報の問題 

⇒対策② 
  講習会 

⇒対策① 
  装具相談窓口の設立 

⇒対策① 
   装具相談窓口の設立 
 

⇒対策③ 
   ケアマネ連協への啓蒙 
 
 
⇒対策② 
   講習会 

装具に関わる“治療・情報・システム・教育”の問題   
「義肢装具士白書」.日本義肢装具士協会,2017. 



退院後在宅生活 

介護支援専門員 
（ケアマネ） 

生活期に関わる
専門職 

装具相談窓口のイメージ（案） 

装具相談窓口 

理学療法士 義肢装具士 

各支部の 
基幹病院 

退院時 
（医療保険） 

装具不適合 

相談 相談 

アセスメント 

各専門職と連携し問題解決 

生活期 
リハスタッフ アセスメント 

アドバイザー 
訪問系 
通所系 
施設系 

行政担当者 

在宅支援 

相談 

装具相談窓口
の啓蒙 

（介護保険） 

装具処方 



退院後在宅生活 

介護支援専門員 
（ケアマネ） 

生活期に関わる
専門職 

装具相談窓口のイメージ（案） 

装具相談窓口 

理学療法士 義肢装具士 

各支部の 
基幹病院 

退院時 
（医療保険） 

装具不適合 

相談 相談 

アセスメント 

各専門職と連携し問題解決 

生活期 
リハスタッフ アセスメント 

アドバイザー 
訪問系 
通所系 
施設系 

行政担当者 

在宅支援 

相談 

装具相談窓口
の啓蒙 

（介護保険） 

装具処方 



日本義肢装具士協会と連携協定締結（令和5年4月1日付） 

公益社団法人日本義肢装具士協会北海道支部 
一般社団法人日本義肢協会北海道支部 
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職能局地域包括ケア推進部 
装具相談窓口設立事業 
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• 各支部における装具に関するワンストップ相談窓口 
 各支部で装具に関する相談を受付 
 各支部の実情に合わせて，基幹病院の理学療法士がその相談内容をトリアージ 
 具体的に問題解決に向けてアプローチ 



装具相談窓口推進事業 

• 現在の進捗状況 

道内10支部の装具相談窓口の基幹病院が確定 

ケアマネへの周知文書の作成 

日本義肢装具士協会北海道支部にご協力頂きながら，アドバイザー
となる義肢装具士の公募に向けて準備 

装具の選定など生活期リハスタッフへの支援としても機能するような
仕組みづくり 

• 生活期装具ユーザーの問題は，北海道全域の地域課題 

本事業は，解決に向けての活動 

会員の皆様の協力が必要不可欠 



目次 

（１）装具相談窓口推進事業の紹介 

（２）健康経営サポート事業の紹介 



人生100年時代 （リンダ・グラットンが著書「LIFE SHIFT」で提唱） 
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出産 入学 就職 退職 
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労働者が安全に健康
に働くことができる！ 



第14次労働災害防止計画（令和5年3月；厚生労働省） 

労働災害を少しでも減らし，労働者一人一人が安全で健康に働くことが

できる職場環境の実現に向け，2023 年度を初年度として５年間にわたり

国・事業者・労働者等の関係者が目指す目標や重点的に取り組むべき

事項を定めたもの 

労働者（中高年齢の女性を中心に）の作業行動に起因する労働災

害防止対策の推進に対して政府が取り組むこと 

「理学療法士等の活用」が明記 

 



健康経営サポート事業 

• 本会独自の事業として，今年度より始動 

各種業態の一般企業を対象 

理学療法士の知識・技術を駆使 

 「健康で安全に働き続けるために」 

• 具体的な事業内容 

予防に関する体操や講話 

個別訪問による作業姿勢や環境の確認・提案 

体力測定会のイベントなど （北海道理学療法士会職能局作成） 



事業展開の課題 

• 多くの理学療法士が病院や施
設勤務 

企業との関係性が課題 

• 北海道産業保健総合支援セン
ターに企業への橋渡しを相談 

 47都道府県に設置 

産業保健に関する研修や専門
的な相談への対応などを支援 

企業の転倒・腰痛災害防止対
策の無料支援 

 （北海道産業保健総合支援センターHPより引用） 



北海道産業保健総合支援センターと連携 

事業の実現に向けて協議を継続 

産保センターに相談があった企業へ，本会会員が出向 

北海道内の企業における労働災害の防止に理学療法士が寄与 

その仕組みづくりを，現在検討中 

本事業に対応できる理学療法士の育成 

未来に向けて必要性の高い，産業保健分野へ理学療法士の職域を

拡げていくことが目的 



まとめ 

• 現在，職能局で他団体と連携しながら進めている２つの事業を紹介 

• 職能局では，道民の健康増進に加え，本会会員の職域拡大を目的に，

今回紹介した事業以外にも，さまざまな活動を実施 

• 時代に合った活動を今後も推進 

• 会員の皆様の協力が必要不可欠 


